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　1．はじめに

　木材の弾性定数の内，ヤング係数は実用的にも最も

ポピュラーで樹種別データの蓄積も多いが，ポアソン

比と共にせん断弾性係数は実用的にはあまり重要視さ

れていず，そのデータの蓄積も比較的少ない。

　しかし，合板，パーティクルボード等の平面材料，

サンドイッチ板やボックスビーム等の複合材料，ある

いはプレハブ住宅等に用いられるパネルコンストラク

ションや集成材等による大スパン構造等の新しい材料

や構造を開発・設計していくためには，ヤング係数の

みならずせん断弾性係数・ポアソン比が重要になりつ

つあることは明らかである。

　我々は日頃，樹種別の材質試験を行う際に材質判定

の一要因としてネジリによるせん断弾性係数を測定し

ているが，現在まで道産針葉樹・南洋材等合わせて約

40樹種について測定した。

　ただし，せん断弾性係数の測定を主目的にした訳で

はないので，樹種や試験体数に偏りがあり十分なデー

タといい難い点もあり，またデータに対する検討も不

十分ではあるが，この種のデータの少ない現状から結

果の一部を参考資料として紹介する。

　2．測定方法

　木材のせん断弾性係数の測定方法には，矩形又は円

形断面棒のネジリ試験の他に，板・合板等にはプレー

トせん断試験，パネルせん断試験，ヤング係数とポア

ソン比より直交異方性弾性理論により計算して求める

方法（Jenkin式）がある。

　各方法には長所と短所があり，せん断弾性係数の測

定にはどの方法が最適かとは一概にいえないが，角棒

のネジリによる方法は，小形の試験体から実大寸法の

製材まで直接測定できる利点がある。
　我々は，気乾の無欠点材を二方柾木取りした一辺が
2～3cmの正方形断面の曲げ試験体や，実大寸法の
製材品を曲げ試験に供する前に，非破壊的なネジリ試
験に供しせん断弾性係数を求めている。
　測定に用いた試験機は，我々の手製による最大能力
2.5kg・m程度の小型手動式のものと，最大能力50kg
・mの電動式（島津製作所製，RET－50）であり，
2コの鏡とスケール付望遠鏡で試験体中央1/3長区間
のネジリ角を測定している。
　一般に短辺をB，長辺をHとする直交異方性材料の
矩形断面棒の長軸をz，短辺に平行な軸をx，長辺に
平行な軸をyとし，z軸のまわりにネジリモーメント
Tを加えると，広い面yz面のせん断弾性係数Gyzは
次式で与えられる1）。

　ただし
　K：材料の異方度と寸法によってきまる定数で

　T：ネジリモーメント

 θ：単位長さあたりのネジリ角（ラジアン）

　M：異方度　M＝Gzx/Gyz

したがって，あらかじめ各試験体の異方度Mがわか

っていれば，GyzとGzxが求められる。

　異方度Mは正方形断面棒のネジリ試験のみでは直接

求められず，別に平板のプレートせん断試験等で決定

しておかねばならない。
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　ここでは試験体の大きさや原木の量の都合で，各試

験体の異方度を決定するための実験を行えなかったの

で，M＝1として柾目面のせん断弾性係数GLRと板

目面のせん断弾性係数GLTの合成された値としての

みかけのせん断弾性係数
－－

Gを求めた。

　なお，定数Kは一般の材料力学のテキスト等では

M＝1でしかもH/Bが限られた場合の値しか示され

ておらず，利用上不便なので第1表に実用的に多用す

るH/BとMの範囲について計算したKを示した。

　ただし，表中ではM＝1以外のKの値は，M＝1の

場合のKに対する比率Rで示した。

　すなわちM＝1におけるKの値をK1とすると，

M＝iにおけるKの値はK1×Riとして

求められる。

　またこのRの値は，各異方度における

Gyzの
－－

Gに対する比率を表わしており，

木材のGLT/GLRを平均的に0.7と仮

定2）すると，H/Bが2.6～3.0以上ある

試験体で求めた
－－

Gは，真のGLR又は

GLTと約5％以下の誤差しかないこと

が分かる。

　3．結果

　各樹種毎の気乾比重Ru，せん断弾性

係数
－－

G，及びヤング係数Eとの比E/
－－

G

の平均値を第2表に示す。

　道産針葉樹及び南洋材ともに
－－

Gが5～

7ton/cm2位のものが多いが，イチイと

高比重の南洋材では10ton/cm2を上回

っている。

　とくにイチイは比重は中程度であるに

も拘らず，
－－

Gが最も高いことが注目され

る。また比重の高いものほど
－－

Gが高い傾

向があるので，比重と
－－

Gの相関性を調べ

てみた。第1図に南洋材，第2図に道産

針葉樹の例を示す。

　どちらも
－－

Gと比重は高い相関性を示し

ているが，同一比重に対しては道産針葉

樹の方がやや高い
－－

Gの値を示している。南洋材では比

重0.4以下では4～5ton/cm2，0.6付近では7～

8ton/cm2，0.8以上では10ton/cm2，一方，道産針

葉樹では0.5付近で8～10ton/cm2，0.6以上では

11～12ton/cm2となっている。

　E/
－－

Gは木材の場合，約15～20位といわれているが，

南洋材ではほぼ15付近の値をとるものが多いが，道産

針葉樹の内でイチイ，カラマツ，スギは10以下の値を

示している。

　以上は小型試験体による
－－

Gの結果であるが，実大材

についてはエゾマツ，トドマツ，カラマツの枠組壁工

法用製材の
－－

Gを調べた。
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第1 図 南洋材の百と比重の関係
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第2 国 道産針葉樹の百と比重の関係
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第3 図 エゾマツ208 材の百と節径の関係

第3 図にエゾマツ208 材の例を示すが，首の値はは

ぼ一定で平均値で 6 ．7ton／cm 2 となり，小型無欠点材

の否わ平均値と同じである。

また，材に含まれる節の大きさがでに及ぼす影響を

調べたが．節の径にあまり関係なくはぼ一定の値を示

して い る ．。

他の二樹種についてもほぼ同様の結果であった。

4 ． ま とめ

道産針葉樹及び南洋材約40樹種のせん断弾性係数を

正方形断面の無欠点材のネジリ試験によって 測定 し

た。

その結果，見かけのせん断弾性係数でほ， 4 ～ 10

t o n／cm 2の範囲に入るものが多 く，比重 と高い相関性

を示した。．ただし，道産針葉樹材と南洋材でほ回帰直

線の傾きに差があり，同一比重であれば道産針葉樹の

方が高い首の値を示す。

実大材の古ほ，実大材から採った小型試験体の育と

はば同じで，節の径の大小にもあまり影響されていな

いように思われる。

なお，この報告の一部を第28回木材学会大会で発表

した。
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